
日本海南東部（仮称）の
海域活断層の長期評価に関する資料

令和6年2月2日（金）

第25回海域活断層評価手法等検討分科会
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海活25参考資料1



本日の審議の流れ
1. 日本海南東部（仮称）の海域活断層の長期評価の評価・公
表方針について
→ 海活25参考資料2へ

2. 令和６年能登半島地震について
（地震調査委員会による評価文の紹介）
※当該断層の詳細な評価は後日行うこととしたい。
→ 海活25参考資料6へ

3. 個別の断層の評価に関する審議

（参考）日本海南東部における地震発生層の下限について

（参考）評価対象断層の垂直変位量の読み取り結果
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(参考)日本海南東部における地震発生層の
下限について

• 地震活動の様子の断面図

• 日本海地震・津波調査PJにおける仮定

• このようなデータを確認しながら地震発生層の下限を推定
する。
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(参考) 評価対象断層の垂直変位量の読み取り結果
• 今回はトレース審議の参考用とし、後日改めて審議させていただきたい。

• 下記の評価対象断層について、審議で決定した読み方で垂
直変位量の読み取りを再度行った。

• ⑬越前岬西方沖北断層

• また、下記の評価対象断層について、審議で決定した断面
を用いて垂直変位量の読み取りを行った。

• ⑲内灘沖断層
• ㉒羽咋沖西断層、㉓羽咋沖東断層
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⑬越前岬西方沖北断層（読み直し後）
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垂直変位量
≒0.25 (s)

13h

13i

13j



⑬越前岬西方沖北断層（読み直し前）
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垂直変位量
≒0.24 (s)

13h

13i

13j



0.767

0.450

変位
=0.187+0.055
=0.242

0.580

0.505

13h
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13i（読み直し前）

0.721

0.528
変位=0.193
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13

0.777

0.528
変位=0.249 s

13i（読み直し後）



13j（読み直し前）

0.744

0.521 変位=0.223
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15

0.772

0.521 変位=0.251 s

13j（読み直し後）



【再掲】⑱加佐ノ岬沖断層（最大値と最小値を読んだ場合）

垂直変位量
≒0.22
～0.24(s)

18d

最小値のうち最大の値 最大値のうち最大の値

• 上盤側と下盤側の反射面の傾きが、概ね同じ反射断面を使用して読みとる。
• 垂直変位量は、（最小値のうち最大の値）～（最大値のうち最大の値）の
形で特性表に記載する。



18d （最大値と最小値を読んだ場合）

1 s=11.34cm

変位量
最大値＝2.75cm
=0.243 s

中間値＝2.6cm
=0.229 s

最小値＝2.46cm
=0.217 s

最大値
＝2.75cm
=0.243 s

中間値
＝2.6cm
=0.229 s

最小値
＝2.46cm
=0.217 s
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⑲内灘沖断層-１

垂直変位量
≒0.30 (s)

19d 19e



⑲内灘沖断層-２

垂直変位量
≒0.30 (s)

20A

20b
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19d

20

0.900

変位=0.272 s

0.628



19e

21

0.857

変位=0.262 s

0.595



20A ⑲

22

0.841

変位=0.272 s

0.569



20b ⑲
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0.857

変位=0.297 s
0.560



㉒羽咋沖西断層、㉓羽咋沖東断層
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㉒羽咋沖西断層
垂直変位量≒0.18 (s)

22-23e

㉓羽咋沖東断層
垂直変位量≒0.11 (s)

㉒ ㉓



22-23e

25

0.358

変位=0.180 s

0.538

22 23

0.26

0.37

変位=0.11 s




